
22広報しずくいし　No.103９　４ 月号広報しずくいし　No.103９　４ 月号

「
み
ん
な
が
つ
く
る 

未
来
に
つ
な
ぐ 

ふ
る
さ
と
し
ず
く
い
し
」
の
実
現
に
向
け
て

2
0
２
6
年
度   

町
長
施
政
方
針

施
政
方
針
演
述
抜
粋

　

2
0
2
6
年
度
は
、「
第
三
次

雫
石
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」
の
３
年
目
を
迎
え
る
と
と
も

に
、
８
年
間
に
わ
た
る
総
合
計
画

全
体
の
７
年
目
と
な
り
、
計
画
の

総
仕
上
げ
に
向
か
う
重
要
な
一
年

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ま
ち
の
将
来
像
で

あ
る
「
み
ん
な
が
つ
く
る　
未
来

に
つ
な
ぐ　
ふ
る
さ
と
し
ず
く
い

し
」
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き

「
教
育
」、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」、

「
産
業
」、「
環
境
」、「
安
全
・
安
心
」

の
５
つ
の
分
野
を
柱
と
し
た
諸
施

策
の
着
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を

検
証
し
、次
代
の
指
針
と
な
る「
次

期
総
合
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た

準
備
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
人

口
減
少
の
局
面
に
お
い
て
も
、
将

来
に
わ
た
り
活
気
あ
る
地
域
社
会

を
維
持
す
る
た
め
、
２
年
目
と
な

る
「
第
３
期
雫
石
町
総
合
戦
略
」

の
「
い
き
い
き
と
仕
事
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
は
じ
め
と
し
た

４
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
雇

用
創
出
や
移
住
定
住
、
子
育
て
支

援
と
い
っ
た
人
口
減
少
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
迎
え
る
2
0
2
6
年

度
は
、
私
の
任
期
の
最
終
年
と
な

り
ま
す
。
２
期
８
年
間
の
総
決
算

と
し
て
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
の

成
果
を
皆
さ
ま
に
お
示
し
で
き
る

よ
う
、
柔
軟
か
つ
積
極
的
に
取
り

組
み
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　猿子恵
しげ
久
ひさ
町長は、２月 ２６ 日に開会した ３月議会定例会冒頭で、町政運

営の基本方針である「２０２６ 年度施政方針」を述べ、まちの目指す将来像「み
んながつくる　未来につなぐ　ふるさとしずくいし」の実現に向け、物価
高騰対策としての １万円給付や小中学生の給食費全額公費負担など、町民
生活と子育て世帯を支える施策を柱とした取り組み施策や方針を表明しま
した。

施政方針を述べる猿子町長

特  集

町長施政方針演述
全文はこちらから
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各
分
野
の
主
要
施
策

教

育

保
健
・
医
療
・
福
祉

産

業

環

境

安
全
安
心

学
び
を
通
し
て

　
　
生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち

い
き
い
き
と 

　
と
も
に
幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち

産
業
を
通
じ
て
豊
か
さ
を

�

実
感
し
笑
顔
で
稼
ぐ
ま
ち

豊
か
で
誇
れ
る
自
然
を
守
り
育
て

子
ど
も
た
ち
に
つ
な
い
で
い
く
ま
ち

み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て

�

安
全
に
住
め
る
ま
ち

▪�

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
に
対
応

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実

▪�

地
域
の
有
形
・
無
形
文
化
財
の

保
存
伝
承
活
動
に
対
す
る
支
援

制
度
の
創
設

▪�

郷
土
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

▪�

「
雫
石
町
史
第
３
巻
」
の
発
刊

を
は
じ
め
と
す
る
郷
土
学
習
資

料
の
デ
ジ
タ
ル
化

▪�

「
第
２
期
雫
石
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
」
に
基
づ
い
た
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
支
援

▪�
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
全
額

公
費
負
担
の
実
施

▪�

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
制
度
と
し
て

設
置
し
た
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
に

よ
る
支
援
活
動
推
進

▪�

新
た
に
「
５
歳
児
健
診
」
の
実

施
に
よ
る
幼
児
の
健
康
保
持
増

進

▪�

地
域
医
療
の
衰
退
リ
ス
ク
に
備

え
た
地
域
医
療
構
想
の
策
定

▪�

こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
の
継

続
に
加
え
、「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」
に
対
応
し
た
体
制

整
備

▪�

農
業
全
体
に
お
け
る
地
域
の
中

心
経
営
体
や
若
手
農
業
者
の
育

成
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
な

ど
担
い
手
確
保
対
策
と
経
営
所

得
安
定
化
へ
の
支
援
の
継
続

▪�

市
街
地
に
お
け
る
緊
急
銃
猟
の

実
施
体
制
整
備

▪�

団
体
旅
行
商
品
の
造
成
に
向
け

た
支
援
の
継
続
と
、
関
係
機
関

や
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

▪�

民
間
に
よ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
補
助
制
度

の
新
設

▪�

雇
用
の
場
の
確
保
に
向
け
た
町

外
の
企
業
誘
致
の
促
進

▪�

移
住
定
住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
更

新
に
よ
る
仕
事
・
住
ま
い
・
子

育
て
情
報
の
一
体
的
発
信

 学びを通して生きがいを感じるまち
未来を担う子どもたちの教育環境の整備、生涯学習 ･スポーツ機会の充実、歴史・文化の継
承に向けた郷土愛の醸成と文化芸術活動の推進

 いきいきと ともに幸せを感じるまち
生涯を通じた健康づくり 、子育て支援の強化 、保健・医療・福祉連携の強化と体制整備

 産業を通じて豊かさを実感し笑顔で稼ぐまち
農業者の人材確保と生産基盤強化 、観光誘客促進と受入環境の向上 、事業者支援による雇
用創出と地域活性化 、移住定住の促進

 豊かで誇れる自然を守り育て子どもたちにつないでいくまち
地域脱炭素化（カーボンニュートラル）の推進 、資源循環・環境保全の推進

 みんながつながって安全に住めるまち
防災・安全対策の推進、公共施設の計画的更新・長寿命化、各種制度との連携による移住定住施策の推進

重重点点施策５つの

▪�

地
域
公
民
館
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
配
慮
し
た
エ
ア
コ
ン
導
入
支

援
▪�

生
ご
み
の
減
量
と
軽
量
化
に
向

け
た
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
支

援
の
実
施

▪�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
化
促
進

に
向
け
た
処
理
体
制
や
施
設
整

備
の
構
築

▪�

防
災
情
報
の
可
視
化
に
向
け
た

公
開
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
着
手

▪�

道
路
・
橋
梁
の
計
画
的
な
更
新

と
適
切
な
維
持
管
理
の
推
進

▪�

玄
武
浄
水
場
の
更
新
工
事
に
着

手
▪�

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
計

画
的
な
管
路
施
設
の
更
新

▪�

防
犯
街
灯
の
計
画
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
（
雫
石
・
御
所
・
御
明
神
）

▪�

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制

定
に
よ
る
支
援
体
制
の
整
備

▪�

雫
石
町
消
防
団
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
く
消
防
団
活
動
の
推
進


